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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期

第３四半期連結
累計期間

第60期
第３四半期連結
累計期間

第59期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（千円） 5,292,1645,401,9196,953,039

経常利益（千円） 467,254 647,155 650,392

四半期（当期）純利益（千円） 282,902 683,387 390,006

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
203,332 872,252 351,244

純資産額（千円） 10,790,09611,788,21310,935,397

総資産額（千円） 12,830,09213,941,00512,988,281

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
42.66 103.07 58.81

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 84.0 84.4 84.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
300,794 371,970 568,550

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△638,758 58,485△671,244

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△133,995△132,534△134,814

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
1,400,2911,950,0681,644,831

　

回次
第59期

第３四半期連結
会計期間

第60期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
16.68 54.67

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　なお、混合系製品の製造販売を行っております永勝泰科技股?有限公司は、株式の一部売却に伴い、当第３四半期連

結会計期間より持分法の適用範囲から除外しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、内需主導で緩やかに回復はしているものの、長引く円高やデ

フレ、製造業の空洞化、少子高齢化などの課題が山積し厳しい状況が続きました。また、米国の景気は回復しつつあ

るものの、欧州債務問題の長期化や、日中関係の悪化によって、輸出産業は大きな影響を受け、益々不透明な状況が

続きました。

　このような状況のもと、当社グループの主力分野でありますプリント配線板業界は、パソコンを中心としたデジ

タル家電が国内外ともに厳しい状況が続きました。また、もう一方の主力分野であります合繊織物業界も在庫調整

が続き、業界全体の仕事量が回復しない状況が続きました。

　その中で当社グループにおきましては、各分野において高機能・高付加価値の製品開発と販売活動に注力し、売

上高と利益の増加に努力してまいりました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は5,401百万円（前年同期比2.1％増）となりました。営業

利益は550百万円（同27.4％増）、経常利益は647百万円（同38.5％増）、四半期純利益は683百万円（同141.6％

増）の増収増益となりました。

　

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

（反応系製品）

　反応系製品の中で、繊維関係におきましては、細番手を中心にした高機能性織物が在庫調整に入り、国内外とも業

界全体の仕事量が大幅に減少し、当社グループにおきましても売上高が減少いたしました。

　しかし、化粧品関係におきましては、シャンプー・コンディショナー分野での新製品の開発と、新規顧客の開拓に

よって大幅に売上高を伸ばすことができました。

　また、製紙・印刷関係におきましては、きめ細かな技術サービスと製品開発により好調に推移いたしました。

　その他、自動車関連用樹脂は、欧州の消費低迷により減少いたしましたが、環境にやさしい水溶性ポリエステル樹

脂が光学用フィルム、包装材料フィルムなどの用途に需要が高まり、国内外とも順調に売上高を伸ばすことができ

ました。

　その結果、当セグメントの売上高は4,447百万円（前年同期比1.1％増）、営業利益784百万円（同10.8％増）とな

りました。

　

（混合系製品）  

　混合系製品は、自動車関連の回復の遅れや、パソコン・薄型テレビを中心とした家電製品の販売不振や欧州債務

問題、日中関係の悪化が重なりプリント配線板用インクは厳しい内容となりました。

　しかし、スマートフォンやＬＥＤ、タッチパネル、アミューズメント用途を中心とした高付加価値インクの開発に

よって利益改善を図るとともに、きめ細かな営業活動により売上高の増加に努力してまいりました。

　その結果、当セグメントの売上高は986百万円（前年同期比5.3％増）、営業利益76百万円（前年同期は営業損失

20百万円）となりました。
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（2）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末から

305百万円増加し、1,950百万円となりました。

各キャッシュ・フローの概要は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は371百万円（前年同期比23.7％増）となりまし

た。これは主として、税金等調整前四半期純利益1,011百万円（同120.3％増）に対し、仕入債務の減少額117百万円

（前年同期は増加額309百万円）及び投資有価証券売却益390百万円（前年同期は－）並びに法人税等の支払額

209百万円（前年同期比30.7％減）等の資金減少要因があったものの、減価償却費151百万円（同18.6％減）等の

資金増加要因があったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結累計期間における投資活動による資金の増加は58百万円（前年同期は638百万円の減少）とな

りました。これは主として、定期預金の預入による支出4,557百万円（前年同期比1.4％増）に対し、定期預金の払

戻による収入4,056百万円（同2.0％増）及び投資有価証券の売却による収入631百万円（前年同期は－）等によ

るものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は132百万円（前年同期比1.1％減）となりまし

た。これは、配当金の支払額132百万円（同1.1％減）によるものであります。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

（4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は331百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,992,000 6,992,000
大阪証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株

計 6,992,000 6,992,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
─ 6,992,000 ─ 842,000 ─ 827,990

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 361,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,629,000 6,629 －

単元未満株式 普通株式 2,000 － －

発行済株式総数 6,992,000 － －

総株主の議決権 － 6,629 －

 

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

互応化学工業㈱
京都府宇治市伊勢田

町井尻58番地
361,000 － 361,000 5.16

計 － 361,000 － 361,000 5.16

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人グラヴィタスによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,401,135 6,207,255

受取手形及び売掛金 ※
 1,975,053

※
 2,046,175

商品及び製品 510,190 525,773

仕掛品 251,203 228,399

原材料及び貯蔵品 454,219 469,817

繰延税金資産 60,985 49,256

その他 26,318 62,727

貸倒引当金 △265 △4,447

流動資産合計 8,678,842 9,584,958

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,727,244 3,746,699

減価償却累計額 △2,840,405 △2,884,042

建物及び構築物（純額） 886,838 862,656

機械装置及び運搬具 5,830,908 5,813,592

減価償却累計額 △5,490,149 △5,495,371

機械装置及び運搬具（純額） 340,759 318,221

工具、器具及び備品 866,293 878,476

減価償却累計額 △835,710 △844,976

工具、器具及び備品（純額） 30,582 33,500

土地 2,097,295 2,078,398

建設仮勘定 54,430 780

有形固定資産合計 3,409,906 3,293,557

無形固定資産

のれん 373 186

その他 50,098 91,870

無形固定資産合計 50,471 92,057

投資その他の資産

投資有価証券 803,715 852,320

従業員に対する長期貸付金 1,194 1,068

繰延税金資産 32,150 94,089

その他 22,280 33,186

貸倒引当金 △10,280 △10,232

投資その他の資産合計 849,060 970,432

固定資産合計 4,309,439 4,356,046

資産合計 12,988,281 13,941,005
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 1,153,099

※
 1,039,138

未払金 131,942 194,353

未払費用 11,734 1,900

未払法人税等 93,785 220,339

賞与引当金 114,884 56,670

役員賞与引当金 14,500 15,375

その他 42,796 123,542

流動負債合計 1,562,743 1,651,320

固定負債

退職給付引当金 354,079 355,566

役員退職慰労引当金 136,060 145,905

固定負債合計 490,140 501,471

負債合計 2,052,883 2,152,791

純資産の部

株主資本

資本金 842,000 842,000

資本剰余金 827,990 827,990

利益剰余金 9,737,380 10,401,330

自己株式 △268,988 △268,988

株主資本合計 11,138,382 11,802,332

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 61,523 66,047

為替換算調整勘定 △281,649 △98,237

その他の包括利益累計額合計 △220,126 △32,189

少数株主持分 17,141 18,070

純資産合計 10,935,397 11,788,213

負債純資産合計 12,988,281 13,941,005
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 5,292,164 5,401,919

売上原価 3,618,862 3,465,355

売上総利益 1,673,302 1,936,563

販売費及び一般管理費 1,241,420 1,386,349

営業利益 431,881 550,214

営業外収益

受取利息 6,441 6,529

受取配当金 4,499 4,923

持分法による投資利益 25,958 45,236

為替差益 － 17,148

貸倒引当金戻入額 102 －

受取ロイヤリティー 12,828 20,153

雑収入 6,375 8,942

営業外収益合計 56,206 102,933

営業外費用

売上割引 5,139 5,280

貸倒引当金繰入額 466 －

為替差損 11,355 －

その他 3,871 712

営業外費用合計 20,833 5,992

経常利益 467,254 647,155

特別利益

固定資産売却益 － 2,600

投資有価証券売却益 － 390,397

特別利益合計 － 392,998

特別損失

減損損失 － 19,071

固定資産除却損 1,566 2,021

投資有価証券評価損 1,310 －

持分変動損失 5,107 7,139

特別損失合計 7,984 28,233

税金等調整前四半期純利益 459,270 1,011,920

法人税、住民税及び事業税 142,919 338,658

法人税等調整額 33,208 △11,129

法人税等合計 176,127 327,528

少数株主損益調整前四半期純利益 283,142 684,391

少数株主利益 239 1,004

四半期純利益 282,902 683,387

少数株主利益 239 1,004

少数株主損益調整前四半期純利益 283,142 684,391
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △18,383 4,524

為替換算調整勘定 △18,450 △1,367

持分法適用会社に対する持分相当額 △42,974 184,704

その他の包括利益合計 △79,809 187,861

四半期包括利益 203,332 872,252

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 204,107 871,323

少数株主に係る四半期包括利益 △774 929
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 459,270 1,011,920

減価償却費 185,513 151,087

減損損失 － 19,071

のれん償却額 186 186

貸倒引当金の増減額（△は減少） 364 4,138

賞与引当金の増減額（△は減少） △52,637 △58,214

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,979 9,844

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,000 875

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,059 1,495

受取利息及び受取配当金 △10,941 △11,453

為替差損益（△は益） 2,046 △7,438

持分法による投資損益（△は益） △25,958 △45,236

持分変動損益（△は益） 5,107 7,139

投資有価証券評価損益（△は益） 1,310 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △390,397

有形固定資産売却損益（△は益） － △2,600

有形固定資産除却損 1,566 2,021

売上債権の増減額（△は増加） △197,376 △75,034

たな卸資産の増減額（△は増加） △137,518 △8,537

仕入債務の増減額（△は減少） 309,525 △117,473

未払消費税等の増減額（△は減少） △18,580 37,962

未払金の増減額（△は減少） 4,973 29,088

未払費用の増減額（△は減少） △7,508 △9,814

その他 16,142 5,400

小計 542,524 554,032

利息及び配当金の受取額 60,957 27,802

法人税等の支払額 △302,688 △209,864

営業活動によるキャッシュ・フロー 300,794 371,970

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △114,867 △69,696

有形固定資産の売却による収入 － 2,600

無形固定資産の取得による支出 △340 －

投資有価証券の取得による支出 △4,702 △5,118

投資有価証券の売却による収入 － 631,457

定期預金の預入による支出 △4,495,410 △4,557,186

定期預金の払戻による収入 3,976,430 4,056,303

貸付金の回収による収入 266 126

その他 △134 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △638,758 58,485
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △133,995 △132,534

財務活動によるキャッシュ・フロー △133,995 △132,534

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8,331 7,315

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △480,289 305,237

現金及び現金同等物の期首残高 1,880,581 1,644,831

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,400,291

※
 1,950,068
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

（持分法適用の範囲の重要な変更）

  持分法適用会社であります永勝泰科技股?有限公司の株式の一部を平成24年11月22日に売却し、持分比率が低下し

たため、当第３四半期連結会計期間末において、持分法適用の範囲から除外しております。

　

【会計方針の変更】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　なお、これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微で

あります。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 76,915千円 100,344千円

支払手形 212,179 50,692

　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

現金及び預金勘定 5,155,702千円 6,207,255千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △3,755,410 △4,257,186

現金及び現金同等物 1,400,291 1,950,068
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

（１）配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 132,629 20 平成23年３月31日 平成23年６月27日利益剰余金

（２）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

　　間末日後となるもの

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

（１）配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月22日

定時株主総会
普通株式 132,609 20 平成24年３月31日 平成24年６月25日利益剰余金

（２）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

　　間末日後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

　

調整額

（注）１

四半期連結損益

及び包括利益計

算書計上額

（注）２

　
反応系製品 混合系製品 計

売上高

　外部顧客への売上高 4,355,698936,4655,292,164 － 5,292,164

　セグメント間の内部売上

高又は振替高
42,867 － 42,867△42,867 －

計 4,398,565936,4655,335,031△42,8675,292,164

セグメント利益又はセグ

メント損失（△）
708,359 △20,506687,853△255,971 431,881

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△255,971千円は、各報告セグメントに配分

　　　　　していない全社費用であります。

　　　２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と

　　　　　調整を行っております。

　　　　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

　

調整額

（注）１

四半期連結損益

及び包括利益計

算書計上額

（注）２

　
反応系製品 混合系製品 計

売上高

　外部顧客への売上高 4,415,672986,2475,401,919 － 5,401,919

　セグメント間の内部売上

高又は振替高
31,339 － 31,339△31,339 －

計 4,447,012986,2475,433,259△31,3395,401,919

セグメント利益 784,676 76,847861,523△311,309 550,214

（注）１．セグメント利益の調整額△311,309千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　

　　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　報告セグメントに配分された減損損失はありません。報告セグメントに配分されていない減損損失は

19,071千円であり、その内訳は建物及び構築物174千円、土地18,897千円であります。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

　１株当たり四半期純利益金額 42円66銭 103円07銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 282,902 683,387

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 282,902 683,387

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,631 6,630

　（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月８日

互応化学工業株式会社
取締役会　御中

監査法人グラヴィタス

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木田　　稔　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 藤本　良治　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている互応化学工業株式

会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から

平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、互応化学工業株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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